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　本研究は，水収支に関する研究尉的で，長崎県郡川扇

状地について，昭和4（）年3月のメ冬拳渇水時に1行なつた1も

のである鼎調査方法は，河川水文調査，水位・水質など

の地下水調査，物理探査などび），「ノy法であつた．

　郡川は，多良1．1．係に源を発する河川であって，大村湾

に開いた扇状地を形成している、郡川扇状地は，新期と

鱒期の扇状地にわかれて，新期扇状地は郡川の下流鋒｝岸

にある小規模グ）ものである．

　新期扇状地における自由面地下水1議，郡川表流水によ

って直接に櫓養される扇状地型地叫1ぐ水であつて，その涌

養帯は支川佐奈川内川との合流、・llミ付近である．表流水に

寒発覇繍質部
紳編購鎌三灘郵務騰

よる漁養量は，渇水時において約甑羅齋違1謝である．

この水〕鍛は，郡川の渇水量に懸1ぽ繕当す恐水蟻二であつ

て，新期扇状地におけ蒸＞地下水の基底流婁力量となつてい

《隔』

　　撫期扇状地における藤簡面雌一1ぐ水は，おもに天水を起

源とし，かんがい期には用水によつても涌養されてい

嶺、，かんがい期と非かんがい期とぴ1）地下水位は，黛一慧

mの差を示してい恐．

　　齢薫晒1帯水／難憶二，透水性にとみ，以欝糟隔駄欝鴫

C樹灘》程．度の透水係数である．被圧帯水層は，透水性

に乏しく，鷺×欝磁程度の係数を示す．

　大村市内で‘多良山系に源を発する河匹川は，郡川を除く

、』，いずれも小河川で～媛）、，しかし渇水時の比流量は，小

河川て彗．）大きい値を示している』叡、は，河灘E流蛋戒の庶

鷺掌…／驚鋤



地質調査所鶏報（第鷲巻第感号）

質・植生などによる保水率の差によるもび）と考えもれる．

　なお大村市の水資源開発計画にあたつては，郡川下流

城の自由面地下水の開発方法が夢重要な課題とな痴。

夏、緒　　論

　長崎県は，地勢が水資源滴養に乏しい自然環境にある

ぴ）で，他県に比較して全県下一様に利水び）面で苦労して

いる．長崎市グ）本河内高部貯水池は，明治継年に築造さ

れた本邦第3位の古さをもつ水道用貯水池であるが，都

市人1二1の増加と水使用の増加に伴つて，補給水源を大村

市の郡川に求めて導水管の埋設工事中である。長崎外港

にある伊王、島・蕩、聾などの水道水源は，野母半、島の表流

水・地下水であ〆）て，海底を通つて送水されている．

　恵まれない利水環境下にある県内でも，大村市は，水

源闇発の瀬では比較的恵まれている．多良出系から流れ

る郡川が，利水の涌で効果的な水源であることが，その

理由の一つである。

　本報告は，昭和騰年度特別研究費をもつて，郡川下流

域における水較支について行なつた調査研究の内容をと

1）まとめたものである、また最後に長崎県からの資料に

基づいて検討した野母半、鶴川原大池の開発利用について

¢）意覧を追記した．

　なお調査中，長崎県溝川砂防課ならびに大村市の御協

力をいただいた．ここに，これら関係各位に対して，厚

く謝意を表する．

盆．調欝規摸

　本調査研究は，郡川下流域における水収支に関する基

礎的研究を籍的としている．

　調査範囲は，萱瀬ダムから下流の地域で，郡州扇状地

を含む地域である．象た郡川のほか紅，多良山系に源を

発する佐奈川内川・大上戸川・内田川・鈴田川オ丈どをも

調査の対象としている．

　調査方法は，郡川ほか暴河川ぴ）流黛測定，鄭川扇状地

における地下水ジ）水位・水質などの測定，帯水層の分布

ン1犬態の推定を醤継墜と纂た電気探三査などである、、

　調査醐寺は，昭和憩年3月．、ヒ・中旬であつて，幸いに

も冬季の渇水時紅あたつていた。

　なお調査および報告執筆¢）分担は，溝川水文についで

は菅野敏夫，地下水の水文にっいては村上篁，電気探査

ならびに報告書のと1り窟とめは村下敏夫である。

畿．’地辮および地質

雛．葱　地　形

郡川下流域の地形は，由地と扇状地とに区分される、

　　　　　　　　驚！図　　調蒼イ立簸魍

　郡川の分水嶺は，郡岳・遠臨．い経ケ岳・多良岳・慌

家原岳・琴平岳が馬蹄形に連なり，そグ）開いた1＝iが西方

に向かつた形を成している、1郡川はそのなかを盆状に開

析して，萱瀬川・南川内川などδ支川を合して西流し，

標高菊m付近で山地を脱すると流路を北西に転じて大村

湾に注ぐ．郡川は，、1二流部ではV宇型¢）谷を，中流部で

はU掌型の谷を形成する．爾辮の河岸段丘は，下流に向

かつて発達し，標高40幾付近から下流には氾濫原である

扇状地が形成されている。

　郡川のほかに，多良山系に源を発するおもな河川は，

大村市内には4河川ある。これらの流域面積は，第叢表

グ）とおりである．なおこの面積は，山地の流城面積であ

る．

第i談　　おもな河絹の流域面積

溝川名．、塵聾（副勲
佐　奈　川　内　川

郡　　　　　　　川

大㏄ヒ戸灘
内　　　繍　　　川

鈴　　　田　　　娼

捻．7

37。？

難、轟

露。黛

慧．7

南

南

南

南

西

西

鱈

酋

西

　郡川扇状地は，荒瀬橋付近を扇頂として約欝ぴの角度

で約＄i灘急の半径をもつて展開し，約2然魏露の面積を擁

している、扇状地の勾配は，悶道から、ヒ流側では約猫／

i，倉OO，下流側では割！，愈O¢程度で，大村湾に臨んでい

鰺一・（2欝）



長崎県郡川扇状地の地下水（村下敏夫・菅野敏夫・村上算）
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　　　　　　0　　　　　　　　　2識

　　　　　　一
講黛麟　　羅娼扇状雌水鞭瀬質図（出撫の地質鷹分は松井諏典による）

る。

畿．慧地質

調査地域における地質については，松井和典技官の羅

万分の葱大村図幅がある．

　本地域における地質は，第三系と第滋系とからなる．

爽炭層である古第三系は，大村市街地の南方鈴田川の沿

岸に鰐出し，大村湾中の箕島・臼島の一部をも構成して

いる。

、新第三系は，石英安山岩・玄武岩などで，石英安山岩

は鈴田川の沿岸に，また玄武岩は扇頂部に近い郡川沿岸

および大村市街地背面¢）1．1享麓に露患Lている．

　第四系は，安由岩・凝灰鶴礫岩からなる多良火由岩類

と，河川堆積物とである．多良火山岩類は，山地を構成

し，新第三系を不整合に覆つている．河川堆積物は，

礫・砂・粘土であつて，郡州によつて形成された扇状地

堆積物はもつとも規模の大きいものである．扇央部にお

ける砂礫は，一般に粘土勝ちである．

　なお郡川河口から松原にかけて¢）地帯には，三角洲堆

積物が分布する．

盛．帯水騰

虞．蓋地下地質

　扇状地における地下地質は，深井戸の資料および電飢

探査の結果，っぎのように推定される．

　深井戸のなかで，古第三系に到達した記録があるの

は，大村市役所の東側山地寄iヲに位置する久原郷の井戸

である。この井戸は，地表面下2細美で古第三系の砂岩層

紀達している．砂岩層の上には，下から順に安紐．1岩・集

塊岩および玉石と転石混鯵の砂質粘土が存在する。玉石

・転石混り砂質粘土の厚さは，約捻澱である．

　深井戸のなかで，安山岩もしくは熔岩の記録があるび）

は，大村市街地の北側を流れる大上戸川沿岸の水道水源

井である．熔岩に達する深鷹は約難○撚で，その上位には

扇状地堆積物である転石・粘土混夢礫が存在する．

　その他の深井戸資料は，深度蕪録儀でも地表面から粘土

混勢の粗い堆積物という簡単な表示に止窯つている。

欝一（濤欝）



薫慰震婁1調；査1鈴、懲鵯義　（第蓋7巻・　鮮多4一勢）

　；西 鉱ヲ葺芦Bヌぱヒの1扇薯犬妻癒サ（㌻行なつた奪慧気探三査ダ）澄癩舞鵠こよ

桑と，譲柴！斐頁）（擁覧蜜での簾響》1犬3慰』下は烹三つの異．な、つた践郵顛

に1大磐りされる。第蓋層は鈴一慧（）m以浅び）高比抵抗層さ，

海岸寄嚢夢　（扇1鵜音のでは蓋（）～蓋3瓢ラ圏ラ篁軽｝い（扇1央音紛

では欝岬2（）撚グ男碧漂1｝ζ整ある。第慧層は第幻轡よ診｛）費良

い比霧鱗充麟で，　3（）～墨難螢の層厚：をン蒜する。　歪漿3層はふた

た蓑び瀦捗ヒ象鋲揃二を訂好づづ顛で，1柴1窺感（）酎＄きm羨抹溜懇こづン騰龍す

る．深井戸σ）資料によつて推定すると，第！層は大礫も

しくは粘土混り礫麟，第露層は粘土を多く混える礫胤

第3層は大礫4）しくは熔岩層であろう，，

　1扇）伏地融ドにおける糞憩』1ぐま患！貫はラ嚢道第三二系を霧Ψ盤とし，

その、Lに第懸系・第隣系の火由署類をグ）せ，議、1二部は河

川堆積物で覆われている，、第蹴系および第籔系の火ij、1岩

醤暴汰，孫蝋犬ま慰の南｛則て豫洩桑幾くう二比に1憩かつて溜讐くな！りラ

扇状地堆積物は，扇状地の轍ぽ中央嘗懸，すなわち扇頂部

とヅく壕寸婆蓼巷とを結．鑓線の付近でも／）ともよく発遠してい

る。この糸泉は，郡川がブ▽1寸湾に籍宅llかつてi難地から糞難笠ぐ

に流れたと仮定した方向に相当している、、扇状地のほぼ

中コ央音1～は，∫議音勲勺ではあるが、盆適長季韓造をなしているので

はなv・カ〉と5縁えらオPしる。

　塩．慧　帯水繕の水理学的性質

　扇状地における帯水層は，熔岩および砂礫層である。

　熔譜を採水層と気、た久原郷の揚水試験の成績による

と，静水簸1が士也表面すれすれで，揚水量は水位降下薯・鷲

mで照軌翻曝鐙であつた、，こぴ）井戸の比湧出量は，懇

m3崩y麺であ麟．

　扇状地の北方，黒田地先にある寮水道第3号水源井の

塀鄭1騰はi80m3〆融y顔で，深度鎗7一§Omの採水

層（結土混1）礫）の透水係数は，叡蓋o隔四3鰍／鯉であ

る、大上戸川沿いの水道水源井およびブく村空港周辺にあ

る深井戸の比湧出量は，黛40～欝｛｝m3！（論y！凱を牽してい

る、、

　比婁勇贔彙の分布をみると，大懸い櫨を示す範i頚は，扇

状地堆積物の厚い中央部にある。なお熔岩は，’亀裂を｛，

たなければ透水性に乏しい．久原郷の揚水時には，揚水

井燭辺の田面が次第に乾燥した記録があるから，．L掲の

比湧出量は，熔岩自体から¢）湧出のほかに表層からの漏

水も加わつた値である．

　扇状地における30一暮○螢の透水係数は，士の分類に

よる細砂程渡の慎を灘すが，最、ヒ部4）帯水層の透水係数

は，農林省∀）資料によると郡川グ）下流では，載綴×鐙磁

£撒矯轍〕，竹松では鑑鮪×i（）覗となつている。

篤難表　　　蓑瀬小学絞に鯵け顔欝篭．・／く量の経年記録
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長崎県郡川扇状地の地下水（村下敏夫・菅野敏夫・村、ヒ纂、）

第3表 坂麟浄水場にお諺る降水量の経年詑録
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鐸．河川水文

　藩．叢慧象

　大村南の気温は，最近灘力年の平均によると，玉鐸認

無c，湿度は7896である．

　降水量は，郡川の．、歎流で年平均雛，Oo飯膿／，　中流で

驚，（）（》（｝，5搭出斑で濤襲雛）〔）である』第黛・s藁炎は，大村研甥く資

1療開発貰十1磁跨書（昭和暴呂葺乙黛月）から引、雨した1難雌く量の

記録で，萱瀬小学校は郡川の申流，坂1二h浄水揚は大村市

街地の近く醜位置する．

　大村市の年平均降水量は篇，瞭｝驚難であるが，昭和鍵

年・灘年には箋，粉蒔という渇水に見舞われている．認年

および鐙年には山地雨量が平常であつたにもかかわら

ず，平地雨量は平年の馨○駕程度であつた．

　鐸．露河川流懸

　郡川の流況は，、県営萱瀬ダムにおける昭和鐙年の記録

に、紅ると，次のとお！）である．なおこのダムは．郡川総

・含開発事業として昭和36年鴛月に完成したもので，洪水

調節・かんがい・一ヒ水道¢）灘雄1的をもつた多辮1的ダムで

ある．洪水調節はダム地、点における計画高水流量毎秒

雛難鵜解s鷺cのうち慧嶺灘御鐙○を一一時購縛くす愚ことに』よつ

　第婆表　　 灘1ノ耗の溝春額誌

（萱瀬ダム，流域闘積欝．嚢轍が）

て下瀞義の計ド厨高水善｛姦鶯蓑馨醇難燃3／蹴鷺を藝慕〔h馨竃lv騨cに轟戯壌

させるもの，かんがいは郡州沿岸灘婆1灘の用水補給を

行なうもの，、1二水道は大村市に対L．て春．慧（鴛，（）鰍薫轡

顧y）の用水供給を行なうものである．なおダム¢）責任

放流量は，○．鱒瓢婁〆灘鳶である．

　観測記録から難流出総量を，降水量に換算すると，昭

和鍛年はエ，700燃驚の年降水、量になる、、

　今蹴の流量測定は，昭和輪年3月上旬であつたから，

観測記録を検討す懲と，調査時は渇水時に相き！毒し，測定

流量はほぼ渇水量とみなt』ぐ差支えないようである．渇

水量から計算される比流、籔ζは，第5表のとおi3である、、

郡川と・そ群）支川佐奈川内川臨大上戸川懸内1碍lb鈴田川

の比流量は，いずれも蓋誰以下で為る．しかし草場郷を

流れる小海川，鈴田川や、支川の小川内川などは，窯一慧
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倍の比流．量を示している。この差は，河川流域の土質為

櫨生などによる保水率の差に、kるものと考えられる。

　謬麟　蓑流水の伏没

　郡川本川と支ナ晦導ぎ川内川、との合流、し、！l韓）近くにある／黄川

橋から下流編道橋福重橋までの閥で行なつた溝州流量1藁ll

定に．飢ると，河川流薫は次のような増減を示している．

　第！回調釜釜（3月91三1）

　イ黄川／喬付乱近の澗≦！ll流嵯薫は，

　毒黄芦1橋と二荒掬頁橋との1絹で・，

　荒瀬橋と鬼橋との間でさらに，

　鬼矯と福重儒と¢）問では，

第鷺園調査（3月i創め

　荒瀬橋と鬼橋との問では，

　鬼橋と矢次橋との間では，

　矢次橋と福重橋との間ではさらに，

（）．窯1＄鶯轡船奪£

　　　　’
　図）ig重曽加

　、（）（）§！贈期i

　謹8暮1威｛♪

《），040娘馨力口

ほ5iむ成イか

瀞灘減少

　測定結果から，郡川表流水は，支川佐奈川内川合菜灘地

、・、寒の．1土流付近から地下に浸透して地下水化していること

が，鴫らかになつた．今獄の測定値から計算される地下

浸透量は，約甑議がノS賦であるが，残流域を考慮に入れ

ると実際には亀37程度：になるものと考えられる。測定

時の河川流量は渇水量であつたから，この浸透量は，郡

川下流沿岸地帯における地下水の基底流、動量と判断され、

る，、

藝、地　下　水

　郡川扇状地における地下水は，自由薗状態と被圧状態

で分布するが，被圧地下水は水道水源井で利用されてい

るに“ずぎないジ）で，もつともよく利用されている欝幽面

地下水について記述することにする．

　馨．嚢　土也下擁くイ立

　浅井戸の水位測定によつて作図される地下水面等高線

は，扇状地の地形面を緩やかにしたような形をなしてい

る。，地下水位は．扇頂部で数燃，扇央部で憩撒程度，扇

端部では欝類以下であつて郡川河口付ラ猛では地表面と接

角虫する、、

　農林・省が昭和騒年＄月と総年蓋月，すなわち地下水の

夏季豊水時と冬季渇水時との慧圓にわたつて測定した地

下水位グ）記録によると，夏季の地下水位は全体として営

一3獄冬季よりも高くなつている．憲た夏季の地下水位

上昇時には，富田郷ダ）海岸付近は湿田化し，井戸は自噴

32一（慧玉8）



長崎県郡川扇状地の地下水（村下敏夫・菅野敏夫・村上箆）
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状態となるという

扇状地における地下水《）流動は，地下水面等高線か飾

判読できるように，ほぼ地形に準じて流動している。郡

川の表流水と地下水との関係は，支川佐奈川内川の合流

点から上浦側では地下水が表流水を養い，下流では表流

水が地下水を養うという水文学的関係にある．郡川左岸

の沖田郷にある湧泉，右岸の寿古郷をかんがいする寿古

水源などは，郡川を起源とする地下水が扇状地の宋端で

湧出する扇端泉で凄る．

扇状地の北方松原には，市の松原水源がある．水源は

湧泉で，湧出量は⑳一灘酵侮（欝．ボ（）〉であつた．こ

の付近には，大小の湧果があつて，大村湾に注ぐ「よし

川上となる，小規模な流域面積ながら，比流量が大奪い

ことは，河川水文の項で記述したとお夢である．

　深井戸の水位は，掘さく時ヂ）記録によると，自由面地

下水グ）水位とほとんど同じ位である、この水位は，比較

的気象群）影響をうけやすく，昭和鑛年・鈴年の異常渇水

時には，水道水源井の水位は，平年よ診約蚤撚低下した

ようである．また運転水位は，水使用量の多い夏に高

く，昭和3鋳懲月の水位は婆瞬磁趨の水位よりも○藩鰻

鷹惑驚ほど高くなつている．なお水源井の多くは，渦巻

ポン’プによつて揚水しているので，運転水位は嚢撚ど蜜

蜂であ懲，

第導縷　撫㎜ド水温等慈線襲（羅紘“c）

蕪、慧　地翠水の水灘および水質

水漁調査時における自由面地ド水の温度は，おおむ

ね猟・磯磐Cであつた、大村r賛の平均気温が約欝℃で

あ為から，地下水温は平均氣温にほぼぴ蕊し、いと考え鄭

れる．

郡川の表流水が地下水となつて浸透・流動している下

流沿岸には，欝磁王℃の地下水が細畏く分布してい

る．調査時の河川水温が嚢℃程度マあつたから，下流

沿岸の地下水は表流水温の影響をかなり強く受けている

ものと考えられる．

　なお地下水温は，地下水位の低い潔ころで高くなる傾

向にある．

欝蕪　地下水位の測定と同時に行なった簿鷺の測定に

よると，河川水は一般に弱アルカ！｝性，地下水は弱酸陰

触中性であつた．

河川水の灘は，郡川をはじめ多良山系から流出する

河川ではいずれも学謀岬鴎，扇状地跨自由面地下水の

欝蕪は蕪．（〉脚7灘である．

河川水が弱アルカリ性の反応を示すのは，流域の地質

が中性一アルカリ性の岩石で構成されているためである

｝。

　水比抵抗　水の比抵抗は，溶存成分薫とある一定の関

係をもつていて，地抵抗の高い水ほど溶存成分量が少な

欝一麟警〉
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　　　　驚慈鑓　　承魏娠抗等億線麟儀Ω一ε細

い門

　表流水ぴ）比抵抗は，海衣その他の汚染をうけていない

もので鐙繍レ鱗前後，地下水の値は鎗一鴬滋蕊畷懸と

かな夢の分散度を示していた．

扇状地地下水の姥抵抗を，便宣、緋1轟一轍碧1藷

？一難および轟掬3とにわけると，佐奈川内川合流点か

ら下流のi郡川沿岸に表流水に近い櫨を藩1す蔦比抵抗の地

　　　第蕪表　　大村市水滋水源井の水質
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下水が分布し，難丸郷・今津郷・森園郷紅低比抵抗の地

下水が分布Uている。蕩比抵抗を示す範囲は，鄭川起源

の地下水分布範闘、とよく…致し．ている．低比抵抗を示す

地下水は，扇段地の末端付近に分布する．なお測定した

地下水は貞由漸地下水であ1），比較的地下水位が浅い

と，地1汚染の影響をうけやすいようである．

　深井芦の水質市水道水源井の水質は，第暮表に示L

たように，良質である．し．かし第笠要水源井は．揚木水

位が地表蒲下7瓢を超えると塩永化するという・
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　郡川扇状地における水収支についての研究は，河川水

文調査，水位・水質測定による地下水調査ならびに帯水

轡の連続性を推定する電気探査などの調査方法によつて

餐なわれた．

　扇状地におけ萎熱舗薫地下水は，郡川の表流水によつ

て養われるものと・降水によつてぢかに養われるもの、緊

の二二i系統に分類、ざれる，，

　郡川の表流水を起源とする地下水は，支川佐奈川内州

の合流、乾付近から下流に分布し，一っは左岸にあつて沖

田郷の方向に，一つは右岸にあつて福重橋付近から下正

蓮寺を経て松原の方向に流動する・そしてこの地下水

は，標高3撒付近では扇端泉となつて一部地上に緋出さ

れる．扇端泉の湧出量は，表流水の流量によつて変動す

る．鄭川による地下水滴養量約甑3獣翌轡鯉の時韓は，

慧の湧出量はごく少量であった．したがって，この滴養

　薮は，下流沿岸地帯の地下水基底流量と考えられる．

　郡川沿岸地帯を除く大半の扇状地における繕由面地下

伽水は，直上の降水もしくは多良火由岩類で穰われでいる

山地の地下水を起源とするものであろう．

　扇状地の自慮面地下水位が，かんがい期と非かんがい

期とでは黛一3凱も搬遠する．これは表層の扇状地堆積

物の透水性がよいことに原屡iするもので，農林省の調査

によると，かんがい用水の浸透水は，山間部では下流蒲

鱗にほぽ欝嚢％還元されるが扇状地ではSO％程度還莞さ

激、るにすぎないという．すなわち，かんがい用水の大半
P
が
地
下
水 とな夢，扇状地の地下水漁養に大難な効果をも

烈んている．かんがい期に富細郷の海岸近くで地下水

位が著しく上昇し田面が湿懲化し，非かんがい期には周

囲の水位より蚤～慧撫近くも浅くて地下水位グ）不連続を

暗示する原因は，粗い扇状地堆積物と細かい物質からな

導三角洲堆積物との相違によるものと考えられ懲。

　扇状地地下水のあ鈴方から考察すると，河川水の直接

浸透（扇頂部）…通過ぐ扇央部）一排出（扇端部）の水文

学的循環を探すいン／ゆる扇状地型地下水は，佐奈川内川

鍵一…縷齢）



長崎県郡顯扇状地の地下水（村ド敏夫・菅野敏夫・村ヒ，壕、）

合・流地、準、くから下流の小規率莫な扇状地に限られて1シン布す

る．その南側に連続する広大な扇状地の地下水は，郡川

表流水と上述の、妻のな水文学的循環をもつていない．こ

れは，南高北低の地殻運．糞むによつて郡川の下流拐灘各が，

南から北に順次移動し，現在では旧扇状地の側面を侵食

しながダ北方に新しい扇状地を形成しっっあるごとに，歎

るものと考え1れる．水比抵折の分布図において，竹松

蜘～からマ纂丸癩1にかけて細長レ・｛氏比手銭唾充地堕帯があ誉）。ここ

は，旧扇状地の北縁にあたるとごろであろう，

　扇状地ぴ）被圧地下水にっいては，とくに．系統を明らか

にするほどの資料がえンれなかつたが．地下水の起源は

郡川流城の天水もしくは表流水であろう．帯水腰の透水

性から背察すると、荒瀬橋から大村空港の方向に比較的

まと廉つた1地下水がチ〉布する。虹うで汽ある。

　扇状地における欝由面帯水層の透水係数は，郡川系グ）

地下水津或では叢×薫（》畦ノcm胃醗c巌罰斐，扇状地の窪葦、央では、蓉

×i〔〉一提慶，　また被1ヨ三帯水層び）透水係数は黛×欝構程度

である、郡川系の地下水域では，揚水中に表流の浸透補

給をらけ易いので，儀かな水位降下で揚水が瀬能である

が，扇状地中央では同一一揚水妻署をするには少なくとも窯

倍の水位降下を必要とする、，被圧地下水の汲為揚げは，

脂由面の湯合よ！）もさらに悪条伴であつて，大村芹第3

号水源井の段階試験では揚水黛の増加とともに水位降下

が増加し，かつ揚水時間の経過とともに水位の低下が継

続する．この井戸ではi，（）⑳灘駿魚yを超える揚水は，

地下水の供給量、を、1：二回つた揚水状態であることが，試験

結果で示されている．霞た久原郷の揚水試験は，揚水中

に他の帯水層からの漏水補給がなくて安定した接水水位

を保つには，　黛o偽顎響撫y程度の揚水量が適緊脅であるこ

とを舞膏言≒している，、

　地下水の大口利胴者とその揚水量は，昭和欝年緯月現

在八つグ）殿粉工場と一つの農産加工．工場の7，葡鎌がノ撫y，

市水道グ）暮，験00竃がノ（1敬y，　火力発電所・大村耐火・陸海

自衛隊その他の水源で鴛，㈱酬晦，謡ロ麟o転碑

d縛である．晦水道を除いては，浅井戸であるが，水道

水源井も自由面地下水を同時に採水しているので，厳密

な“繁球での被班i二三地下71くの汲み揚げ量は，ごく少ないであ

ろう．

韓．結　　論

　郡川扇状地における水収支に関する研究繕的で，河川

水文調査隔地下水調査・物理探査などの方法を用いて・

水”周査を行なつ一た、、

　その結果，表流水を起源とする地ド水は郡・瑠下流沿燦

に分布し，その基底流量は約歌3駄が畑鷺であることが

明らかとな“た．こマ）系統の自由面地下水がプ村市にお

ける主要な水源で）つて朧，淋1閏郷・寿古頻1奪における地下

水開発方法が今後に残された課題である，

　なお大村甫内で多良山系に源を発する海川は，郡川を

除くと，いずれも小河川である．しかし渇水時の比流量

は，小河川でも1大きい値を示している．これは，溝川流

域の土質・植生などによる保水挙の差によるものと考え

られるが，水収支研究の一一環とLて今後研究をすすめる

今も婆である、　　　　　　　　　　（昭和煮鱒彗蟻肇月稿）
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。
業 用水溺｛として，野碍轡蕪，騰黒1和町にある川原大濾の瀬／

水．が室寅蕎爵されている．ヅ婿覆は，零需キ霧にi磁してマ・る掌鶏ぞ胡で一

ある，、大’池の面積は鷲（》罫蘇容熱窯覧池礁）周囲窯孕《）8鰍捻撃7蝕

深は最大甑2驚である．ごの池に流。入する大きな川はな

く，　またマ流入水のほとんどは池グ）手前でi嘗i、島町の水道ンk

源井として取水されている，湖水の比抵抗は，2紛飼欝○

爲鴫撚で，これを塩灘イオン量に換流算すると約裏寮慕1）（）酬

露，難《沁聾灘であるから，rかん水灘壌である．

　したがって，工業用水源としての川原大池の水は，淡

水の補給量に乏しく，かつ大量獲水するとますます塩水

化するので，水量および水質の面で，現時点においては

経済的に不利な水源であると欝えられる．
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